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 （百万円未満四捨五入） 
１．平成27年３月期第２四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）  

 売 上 高 営 業 利 益 
税 引 前 
四 半 期 利 益 

四半期純利益 
親会社の所有者に帰

属する四半期純利益 
四 半 期 包 括 

利 益 合 計 額 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
27年３月期第２四半期 594,453 9.3 103,187 61.8 102,671 57.5 69,984 53.6 69,984 53.6 87,780 1.2 

26年３月期第２四半期 544,079 － 63,761 － 65,182 － 45,557 － 45,557 － 86,707 － 

 

 
基 本 的 １ 株 当 た り 

四 半 期 利 益 

希 薄 化 後 １ 株 当 た り 

四 半 期 利 益 

 円 銭 円 銭 

27年３月期第２四半期 31 61 31 56 

26年３月期第２四半期 20 19 20 16 

（注）当社は、平成26年４月１日付で普通株式１株につき５株の株式分割を行っています。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと

仮定して、当該株式分割後の発行済株式数（自己株式を除く）により「基本的１株当たり四半期利益」及び「希薄化後１株当たり四半期

利益」を算定しています。 

 

（２）連結財政状態 

 資 産 合 計 資 本 合 計 
親 会 社 の 所 有 者 に 

帰 属 す る 持 分 

親 会 社 所 有 者 

帰 属 持 分 比 率 

 百万円 百万円 百万円 ％ 

27年３月期第２四半期 1,715,340 1,295,181 1,295,181 75.5 

26年３月期 1,653,108 1,268,476 1,268,476 76.7 

 

２．配当の状況 

 

年 間 配 当 金 

第 １ 四 半 

期 末 

第 ２ 四 半 

期 末 

第 ３ 四 半 

期 末 
期 末 合 計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年３月期 ― 65 00 ― 70 00 135 00 

27年３月期 ― 14 00 ――――――― ――――――― ――――――― 

27年３月期（予想） ――――――― ――――――― ― 16 00 30 00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有 

（注）当社は、平成26年４月１日付で普通株式１株につき５株の株式分割を行っています。平成26年３月期については当該株式分割前の実際の

配当金の額を記載しています。 

 

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

 （％表示は対前期増減率）  

 売 上 高 コ ア 営 業 利 益 コ ア 当 期 純 利 益 コ ア Ｅ Ｐ Ｓ 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通 期 1,210,000 6.1 210,000 12.7 154,000 16.0 69  65 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有 

（注）当社は、平成26年４月１日付で普通株式１株につき５株の株式分割を行っています。連結業績予想の「コアＥＰＳ」につきましては、当

該株式分割後の発行済株式数（自己株式を除く）により算定しています。また、平成26年５月13日から６月23日までに実施した自己株式

の取得を反映しています。



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更 

①  ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更：有 

②  ①以外の会計方針の変更                ：無 

③  会計上の見積りの変更                  ：無 

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年３月期第２四半期 2,259,823,175 株 26年３月期 2,284,823,175 株 

②  期末自己株式数 27年３月期第２四半期 51,959,129 株 26年３月期 53,681,395 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期第２四半期 2,214,156,539 株 26年３月期第２四半期 2,256,017,158 株 

（注）当社は、平成26年４月１日付で普通株式１株につき５株の株式分割を行っています。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行わ

れたと仮定して、「発行済株式数（普通株式）」を算定しています。 

 

 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商

品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

上記の予想及び添付資料に含まれる将来に関する記述は、本資料発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確

実な要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績

等は、今後様々な要因によって大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は、添付資料P.１０をご覧ください。 

 

（四半期決算補足説明資料及び四半期決算説明会内容の入手方法） 

四半期決算補足説明資料は四半期決算短信とあわせて開示しています。 

また、平成26年10月31日（金）に証券アナリスト・機関投資家・報道機関向けに決算説明会を開催する予定です。その模様及び説明内容

（音声）につきましては、当日使用する四半期決算説明資料とともに、開催後速やかに当社ホームページに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１） 経営成績に関する説明   
① 当期の概況 

＜連結業績（コアベース）＞ 

 
当社は、会社の経常的な収益性を示す指標としてコアベースでの業績を開示しています。

当該コアベースの業績は、フルベース業績から当社が定める非経常的な項目を調整項目と

して除外したものです。調整項目には、減損損失、有形固定資産売却損益、リストラクチャ

リング費用、災害による損失、訴訟等による多額の賠償又は和解費用などのほか、会社が

除外すべきと判断する項目が含まれます。なお、フルベース実績からコアベース実績への

調整表は、決算補足資料３ページに記載しています。 

 
当第２四半期（２０１４年４月１日から９月３０日）の連結業績（コアベース）は､以下

の通り、売上高は増収、営業利益、四半期純利益は増益となりました。 

 

[連結業績（コアベース）]                                  （単位：百万円） 

 前年第２四半期 

（2014年３月期） 

当第２四半期 

（2015 年３月期） 

対前年同期増減額 
（増減率） 

売 上 高 ５４４,０７９ ５９４,４５３ 
５０,３７５ 

（９.３％） 

コア営業利益 ９１,８１８ １１９,１７５ 
２７,３５７ 

（２９.８％） 

コア四半期純利益 ６３,１４２ ８１,０５１ 
１７,９０９ 

（２８.４％） 

１株当たり 
コア四半期純利益（円）  

２７.９９ ３６.６１ 
８.６２ 

（３０.８％） 

（注）当社は、２０１４年４月１日を効力発生日として普通株式１株につき５株の割合で

株式分割を実施しました。１株当たりコア四半期純利益につきましては、前期の  

期首に当該株式分割が行われたと仮定して、当該株式分割後の発行済株式数   

（自己株式を除く）により算定しています。 

 

 

＜研究開発費＞                                                   （単位：百万円） 

 前年第２四半期 当第２四半期 増減 

研究開発費 ９０,４２３ ９７,０２７ ６,６０４ 
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【為替の業績への影響】 

当第２四半期の為替レートは、下表の通りです。これらの結果、売上高においては   

１８６億円の増収、コア営業利益においては８９億円の増益の影響がありました。 

 

期中平均レート 前年第２四半期 当第２四半期 変動 

円/米ドル  ９９円 １０３円  ４円安 

円/ユーロ １３０円 １３９円  ９円安 

 
 
 
 
 

 
【売上高】 

連結売上高は５,９４５億円（前年同期比９.３％増）となりました。 

・ 新製品の前立腺がん治療剤 XTANDI／イクスタンジのほか、ベシケアとベタニス／  

ミラベトリック／ベットミガを合わせた過活動膀胱治療剤の売上が拡大しました。  

このほか、免疫抑制剤プログラフなどの売上が増加しました。 
 
（地域別売上高の状況） 

※地域別売上高については売上元会社の所在地に基づき集計しています。 

◇ 日本 

日本の売上高は２,３７２億円（同６.８％減）となりました。このうち、日本市場での

売上高は２,２９５億円（同７.１％減）となりました。２０１４年４月に実施された薬価

改定や後発医薬品の影響などにより、前年同期に比べ減収となりました。 

・ ベタニスのほか、成人関節リウマチ治療剤シムジアや前立腺がん治療剤ゴナックスなど

の新製品が伸長しました。また、２０１４年４月に発売した選択的 SGLT2 阻害剤  

スーグラ、同年５月に発売したイクスタンジが売上に寄与しました。 

・ 一方、高コレステロール血症治療剤リピトールや統合失調症治療剤セロクエル、入眠剤   

マイスリー、消化性潰瘍・胃炎治療剤ガスターなどの売上は、薬価改定や後発医薬品の

影響などにより減少しました。 

・ また、２０１４年４月に実施された消費税の増税前後の一時的な需給変動により、  

消炎鎮痛剤セレコックス、成人気管支喘息治療剤シムビコート、骨粗鬆症治療剤   

ボノテオなどの売上が減少しました。 

 

◇ 米州 

米州の売上高は１,６８０億円（同２０.４％増）となりました。なお、現地通貨ベース

での売上高は、１,６３１百万ドル（同１５.５％増）となりました。 

期首・期末の変動 前年第２四半期 当第２四半期 

円/米ドル  ４円安 ７円安 

円/ユーロ １１円安 ３円高 
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・ XTANDI のほか、ベシケアとミラベトリックを合わせた過活動膀胱治療剤の売上が拡大

しました。 

・ また、プログラフの売上や抗がん剤タルセバの収入などが増加しました。 

・ アデノスキャンとレキスキャンを合わせた心機能検査補助剤の売上は減少しました。 

 

◇ 欧州* 

欧州の売上高は１,５６５億円（同２８.２％増）となりました。なお、現地通貨ベース

での売上高は１,１２７百万ユーロ（同２０.０％増）となりました。 

・ XTANDI、ベシケアとベットミガを合わせた過活動膀胱治療剤のほか、プログラフ、 

キャンディン系抗真菌剤マイカミンなどの売上が伸長しました。 

*
欧州地域のほか、中東・アフリカの売上が含まれます。 

 

◇ アジア・オセアニア 

アジア・オセアニアの売上高は３２７億円（同１７.１％増）となりました。 

・ プログラフ、ハルナール、ベシケアなどの売上が拡大し、増収となりました。 

 

【コア営業利益／コア四半期純利益】 

・ 売上高の増加に加えて、売上原価率が低下したことから、売上総利益は前年同期に比べ

１３.６％増加し、４,３５４億円となりました。なお、売上原価率は、製品構成の変化

などにより、前年同期に比べ２.８ポイント低下し、２６.８％となりました。 

・ 販売費及び一般管理費は、為替の影響に加え、XTANDI の米国での共同販促費用の増加

などにより、２,０１８億円（同９.４％増）となりました。 

・ 研究開発費は､為替の影響に加え、開発プロジェクトの進展に伴う費用の増加などによ

り､９７０億円（同７.３％増）となりました。対売上高研究開発費比率は、前年同期に

比べ０.３ポイント低下し、１６.３％となりました。 

・ 無形資産償却費は、１７９億円（同０.９％増）となりました。 

 
以上の結果、コア営業利益は１,１９２億円（同２９.８％増）となりました。 

コア四半期純利益は８１１億円（同２８.４％増）となりました。また、１株当たりコア

四半期純利益は３６.６１円（同３０.８％増）となりました。 
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＜連結業績（フルベース）＞ 

 
当第２四半期の連結業績（フルベース）は、下表の通り、売上高は増収、営業利益、税

引前四半期利益、四半期純利益は増益となりました。 

コアベースの実績からは除外される、その他の無形資産の減損損失やリストラクチャリ

ング費用など、２０８億円（前年同期は２８７億円）を「その他の費用」として計上しま

した。この中には、当社及び日本国内のグループ会社従業員を対象に２０１４年６月と  

９月に実施した早期退職優遇制度に係る割増退職金９９億円を計上しています（同制度へ

の応募人数は約４３０名）。 

 

[連結業績（フルベース）]                                  （単位：百万円） 

 前年第２四半期 

（2014年３月期） 
当第２四半期 

（2015 年３月期） 

対前年同期増減額 
（増減率） 

売 上 高 ５４４,０７９ ５９４,４５３ 
５０,３７５ 
（９.３％） 

営 業 利 益 ６３,７６１ １０３,１８７ 
３９,４２６ 
（６１.８％） 

税引前四半期利益   ６５,１８２ １０２,６７１ 
３７,４８８ 
（５７.５％） 

四半期純利益 ４５,５５７ ６９,９８４ 
２４,４２７ 
（５３.６％） 

１株当たり 
四半期純利益（円） 

２０.１９ ３１.６１ 
１１.４２ 

（５６.６％） 

四半期包括利益 ８６,７０７ ８７,７８０ 
１,０７４ 
（１.２％） 

（注）当社は、２０１４年４月１日を効力発生日として普通株式１株につき５株の割合で

株式分割を実施しました。１株当たり四半期純利益につきましては、前期の期首に

当該株式分割が行われたと仮定して、当該株式分割後の発行済株式数（自己株式を

除く）により算定しています。 
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② その他 
 

＜研究開発等の状況＞ 

当社は、有効な薬剤が存在せず治療満足度の低い疾患領域で、革新的で有用な新薬を継

続的かつ早期に創出することにより、中長期にわたる持続的な成長を目指しています。こ

のため新薬創出力の強化を最重点事項として積極的に取り組んでいます。 

◇創薬研究の取り組み 

「泌尿器疾患」、「免疫疾患（移植を含む）及び感染症」、「がん」、「精神・神経疾患」、「糖

尿病合併症及び腎疾患」を重点研究領域と位置づけ、経営資源を集中しています。 

創薬研究においては、分子標的と精密診断に基づく Precision Medicine の創薬アプローチ

を推進するとともに、外部との提携を通じて最先端の技術・ノウハウを積極的に取り込み、

革新的新薬の創出を目指しています。再生医療の領域では、従来取り組んできた再生医薬

研究開発に加えて、細胞そのものを医療に応用する細胞医療の研究にも本格的に取り組ん

でいきます。この取り組みの一環として、２０１４年４月に再生医療及び細胞医療を専門

に研究する「再生医療ユニット」を新設しました。 

研究開発における資源配分の最適化を図るとともに、新薬創出力を一層強化して新薬開

発を加速していくため、２０１３年５月に研究体制の再編と新たな仕組みの導入を決定し、

積極的な取り組みを進めています。具体的には、「創薬研究機能の集約と強化」「外部先端

科学の取り込みと活用の拡大」「新領域・新創薬基盤技術への挑戦」「創薬スピードの加速」

という 4 つの軸を中心に改革を進め、外部リソース活用によるネットワーク型研究体制の

構築を目指しています。前臨床開発段階における外部イノベーション機会の探索・獲得活

動では、研究本部と２０１３年１０月に設置したイノベーションマネジメント部が共同し、

アカデミアなどとの提携を行うなど、当第 2 四半期においても着実な成果を上げることが

できました。 

 

◇臨床開発の取り組み及び主な開発の進展状況 

グローバル開発体制を一層強化するとともに、より優先度の高いプロジェクトに資源を

集中することにより、開発のスピードアップを図っています。当第 2 四半期における主な

開発の進展は以下の通りです。 

（海外での臨床開発） 

・ XTANDI（一般名：エンザルタミド、開発コード：MDV3100）に関し、「化学療法施行歴

のない転移性去勢抵抗性前立腺がん」の追加適応症について、２０１４年９月に米国で

承認を取得しました。また、欧州では２０１４年４月に承認申請しました。 

・ アゾール系抗真菌剤イサブコナゾール（一般名）に関し、「侵襲性アスペルギルス症及び

ムーコル症」の適応症について、２０１４年７月に米国で承認申請しました。 
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（日本での臨床開発） 

・ 組換えインフルエンザＨＡワクチン ASP7374（旧開発コード：UMN-0502）に関し、  

「インフルエンザの予防」の効能・効果について、２０１４年５月に承認申請しました。 

・ シムジア（一般名：セルトリズマブ ペゴル）に関し、抗リウマチ薬未治療の      

関節リウマチの追加適応症について、２０１４年６月に承認申請しました。 

・ 速効型食後血糖降下剤スターシス（一般名：ナテグリニド）に関し、２型糖尿病におけ

る DPP-4 阻害剤との併用療法について、２０１４年７月に効能追加の承認申請しました。 

・ 下痢型過敏性腸症候群治療剤イリボー（一般名：ラモセトロン塩酸塩、開発コー

ド:YM060）に関し、「女性における下痢型過敏性腸症候群」の追加適応症について、  

２０１４年７月に承認申請しました。 

 

◇研究開発における外部との提携等の取り組み 

・ ２０１４年４月、リーバー脳発達研究所（米国）が製薬企業各社とともに精神・神経疾

患の新たな治療薬創製を目指して設立するコンソーシアムに参画しました。 

・ ２０１４年８月、Cancer Research UK（英国）と、すい臓がんを含む様々ながんの治

療につながる抗がん剤の創製を目指し、共同研究・ライセンス契約を締結しました。本

共同研究において、オートファジー（自食作用）とがん細胞増殖の関連性に着目し、す

い臓がんに対する有望な治療につながるオートファジー制御因子を特定し、検証してい

きます。 

 

＜その他経営資源配分最適化等の取り組み＞ 

・ ２０１４年９月、ファイザー株式会社との間で２００９年に締結した日本国内における

高血圧治療剤と高コレステロール血症治療剤の配合剤であるカデュエットの販売及び共

同販促契約について、２０１５年３月３１日をもって終了することに合意しました。本

合意に基づき、２０１４年１０月１日以降、両社で実施してきた販促活動はファイザー

社単独で行い、販売は２０１５年４月１日付でファイザー社に移管されます。 
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（２）財政状態に関する説明 

①資産、資本及び負債の状況 

当第２四半期末の連結財政状態計算書の概要及び前期末からの主な変動は以下の通りで

す。 

【資産】 

 当第２四半期末（２０１４年９月３０日時点）における総資産は１兆７,１５３億円  

（前期末比６２２億円増）となりました。 

＜非流動資産＞当第２四半期末：７,４９０億円（同９２億円増） 

・その他の無形資産は２,７８２億円（同１９億円減）となりました。 

＜流動資産＞当第２四半期末：９,６６４億円（同５３１億円増） 

・現金及び現金同等物は４,２１３億円（同３００億円増）となりました。 

 

【資本】 

 資本合計は、１兆２,９５２億円（同２６７億円増）となり、親会社所有者帰属持分比率

は７５.５％となりました。 

・四半期純利益７００億円を計上した一方で、剰余金の配当３１２億円に加え、自己株式

の取得３００億円を実施しました。 

・２０１４年５月３０日に自己株式の消却２５４億円（２,５００万株）を実施しました。 

・なお、在外営業活動体の換算差額が資本の増加方向に１６８億円変動しました。 

 

【負債】 

 負債の合計は、４,２０２億円（同３５５億円増）となりました。 

＜非流動負債＞当第２四半期末：４５１億円（同１１億円増） 

＜流動負債＞当第２四半期末：３,７５１億円（同３４４億円増） 
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②キャッシュ・フローの状況 
 
【営業活動によるキャッシュ・フロー】 

当第２四半期の営業活動によるキャッシュ・フローは、９９９億円（前年同期比    

８２億円増）となりました。 
・ 法人所得税の支払額が３７８億円（同２３０億円支出増）となりました。 

【投資活動によるキャッシュ・フロー】 

当第２四半期の投資活動によるキャッシュ・フローは、△１６５億円（同８１億円   

支出減）となりました。 
・ 有形固定資産の取得による支出８６億円、無形資産の取得による支出１６９億円の  

一方で、有形固定資産の売却による収入４７億円などがありました。 

【財務活動によるキャッシュ・フロー】 

当第２四半期の財務活動によるキャッシュ・フローは、△６１６億円（同３２０億円   

支出増）となりました。 
・ 配当金の支払額は３１２億円（同１９億円支出増）となりました。また、自己株式の取

得による支出３００億円などがありました。 
 
以上の結果、当第２四半期末における現金及び現金同等物の残高は、４,２１３億円      

（前期末比３００億円増）となりました。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当社は、当期の連結業績予想について、コアベースでの業績予想を開示しています。 

 

[通期連結業績予想（コアベース）]                                 （単位：百万円） 

 ２０１４年３月期 

通期実績 

２０１５年３月期 

通期予想 

増減額 

（増減率） 

売 上 高 １,１３９,９０９ １,２１０,０００ 
７０,０９１ 

（６.１％） 

コア営業利益 １８６,２５３ ２１０,０００ 
２３,７４７ 

（１２.７％） 

コア当期純利益 １３２,７９６ １５４,０００ 
２１,２０４ 

（１６.０％） 

１株当たり 
コア当期純利益(円) 

５９.１１ ６９.６５ 
１０.５４ 

（１７.８％） 

（注）当社は、２０１４年４月１日を効力発生日として普通株式１株につき５株の割合で

株式分割を実施しました。１株当たりコア当期純利益につきましては、前期の期首

に当該株式分割が行われたと仮定して、当該株式分割後の発行済株式数（自己株式

を除く）により算定しています。また、２０１４年５月１３日から６月２３日まで

に実施した自己株式の取得を反映しています。 
 

[通期の想定為替レート] 

２０１５年３月期        ：１０４円／米ドル、１３７円／ユーロ 

（第３四半期以降の想定為替レート：１０５円／米ドル、１３５円／ユーロ） 

２０１４年３月期（実績）：１００円／米ドル、１３４円／ユーロ 

 

通期連結業績予想は上表の通りです。 

２０１４年５月に公表いたしました業績予想（以下、期初予想）から連結売上高並びに

コア営業利益を上方修正しています。また、コア当期純利益につきましては、期初予想を

据え置いています。 

連結売上高は１兆２,１００億円（期初予想から１８０億円の上方修正）を予想していま

す。グローバルでの XTANDI／イクスタンジ、ベシケアとベタニス／ミラベトリック／ 

ベットミガを合わせた過活動膀胱治療剤などの売上高が期初予想を上回り拡大する見通し

です。地域別では、米州、欧州、アジア・オセアニアの売上高が期初予想を上回る見通し

です。一方、日本市場の売上高は後発医薬品の影響などにより期初予想を下回る見通しで

す。 

売上高が期初予想を上回る見通しであることに加え、売上原価率が製品構成の変化など

により期初想定から低下する見込みであることから、売上総利益は期初想定を上回る見通

しです。 
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研究開発費は２,０００億円（期初予想から２０億円の上方修正）を予想しています。ま

た、販売費及び一般管理費は米国の XTANDI に係る共同販促費用の増加などを見込むこと

から、期初想定を上回る見通しです。 

以上の結果、当期のコア営業利益は２,１００億円（期初予想から２０億円の上方修正）

を予想しています。また、コア当期純利益は法人税等の負担率が期初想定から上昇する見

通しであることから、期初予想を据え置き１,５４０億円を予想しています。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 
（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更 

本要約四半期連結財務諸表において適用する重要な会計方針は、以下の新たに適用する基準を除き、前連結会計年

度の連結財務諸表において適用した会計方針と同一です。 

なお、当第２四半期連結累計期間の法人所得税は、見積年次実効税率を基に算定しています。 

 

当社グループは、第１四半期連結会計期間より、以下の基準書及び解釈指針をそれぞれの経過措置に準拠して適用

しています。これらの基準書等の適用が、当社グループの本要約四半期連結財務諸表に与える重要な影響はありませ

ん。 

IFRS 新設・改訂の概要 

IAS第32号 金融商品：表示 金融資産と金融負債の相殺 

IAS第36号 資産の減損 非金融資産の回収可能価額の開示 

IFRS第10号 連結財務諸表 新たに定義された投資企業に係る会計処理の設定 

IFRS第12号 他の企業への関与

の開示 

新たに定義された投資企業に係る開示要求の追加 

IFRIC第21号 賦課金 賦課金の認識時期の明確化 
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３．要約四半期連結財務諸表 
（１）要約四半期連結純損益計算書 

（単位：百万円）  

  

前第２四半期連結累計期間 

（自 2013年４月１日 

至 2013年９月30日） 

 

当第２四半期連結累計期間 

（自 2014年４月１日 

至 2014年９月30日） 

売上高  544,079  594,453 

売上原価  △160,708  △159,091 

売上総利益  383,370  435,362 

     

販売費及び一般管理費  △184,515  △201,770 

研究開発費  △90,423  △97,027 

無形資産償却費  △17,777  △17,931 

持分法による損益  1,163  541 

その他の収益  628  4,862 

その他の費用  △28,685  △20,850 

営業利益  63,761  103,187 

     

金融収益  2,163  2,270 

金融費用  △741  △2,786 

税引前四半期利益  65,182  102,671 

法人所得税  △19,626  △32,687 

四半期純利益  45,557  69,984 

     

四半期純利益の帰属     

親会社の所有者  45,557  69,984 

     

１株当たり四半期利益     

基本的１株当たり四半期利益（円）  20.19  31.61 

希薄化後１株当たり四半期利益（円）  20.16  31.56 
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（２）要約四半期連結包括利益計算書 

（単位：百万円）  

  

前第２四半期連結累計期間 

（自 2013年４月１日 

至 2013年９月30日） 

 

当第２四半期連結累計期間 

（自 2014年４月１日 

至 2014年９月30日） 

四半期純利益  45,557  69,984 

     

その他の包括利益     

純損益に振替えられることのない項目     

確定給付制度に係る再測定  1,323  1,889 

小計  1,323  1,889 

     

純損益にその後に振替えられる可能性の 

ある項目 

    

在外営業活動体の換算差額  37,969  16,820 

売却可能金融資産の公正価値の変動  1,858  △913 

小計  39,827  15,907 

     

税引後その他の包括利益合計  41,150  17,796 

     

四半期包括利益合計  86,707  87,780 

     

四半期包括利益の帰属     

親会社の所有者  86,707  87,780 

14

アステラス製薬株式会社（4503） 
平成27年3月期　第2四半期決算短信



（３）要約四半期連結財政状態計算書 

（単位：百万円）  

  
前連結会計年度 

（2014年３月31日） 
 

当第２四半期連結会計期間 

（2014年９月30日） 

資産     

非流動資産     

有形固定資産  191,451  192,816 

のれん  116,766  124,175 

その他の無形資産  280,120  278,238 

持分法で会計処理されている投資  1,808  1,772 

繰延税金資産  45,530  50,857 

その他の金融資産  94,961  89,877 

その他の非流動資産  9,179  11,244 

非流動資産合計  739,816  748,979 

     

流動資産     

棚卸資産  135,228  154,644 

売上債権及びその他の債権  332,639  333,571 

未収法人所得税  2,710  1,770 

その他の金融資産  35,406  42,162 

その他の流動資産  12,068  12,267 

現金及び現金同等物  391,374  421,345 

小計  909,424  965,759 

売却目的で保有する資産  3,868  602 

流動資産合計  913,292  966,361 

資産合計  1,653,108  1,715,340 
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（単位：百万円）  

  
前連結会計年度 

（2014年３月31日） 
 

当第２四半期連結会計期間 

（2014年９月30日） 

資本及び負債     

資本     

資本金  103,001  103,001 

資本剰余金  176,822  176,822 

自己株式  △54,535  △59,100 

利益剰余金  864,830  880,062 

その他の資本の構成要素  178,359  194,396 

親会社の所有者に帰属する持分合計  1,268,476  1,295,181 

資本合計  1,268,476  1,295,181 

     

負債     

非流動負債     

仕入債務及びその他の債務  64  72 

繰延税金負債  2  136 

退職給付に係る負債  27,184  25,081 

引当金  4,264  4,038 

その他の金融負債  749  668 

その他の非流動負債  11,681  15,060 

非流動負債合計  43,944  45,054 

     

流動負債     

仕入債務及びその他の債務  187,032  212,822 

未払法人所得税  13,237  14,000 

引当金  66,407  70,874 

その他の金融負債  1,062  7,357 

その他の流動負債  72,950  70,052 

流動負債合計  340,688  375,105 

負債合計  384,632  420,159 

資本及び負債合計  1,653,108  1,715,340 
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（４）要約四半期連結持分変動計算書 

（単位：百万円）  

  

親会社の所有者に帰属する持分 

資本金 資本剰余金 自己株式 利益剰余金 

その他の資本の構成要素 

新株予約権 
在外営業活動

体の換算差額 

2013年４月１日残高  103,001 176,822 △72,285 875,473 1,937 67,659 

四半期包括利益        

四半期純利益     45,557   

その他の包括利益       37,969 

四半期包括利益合計  － － － 45,557 － 37,969 

資本で直接認識された所有者

との取引 
       

自己株式の取得    △27    

自己株式の処分    202 △62 △83  

自己株式の消却    47,362 △47,362   

配当金     △29,326   

株式報酬取引      186  

振替     1,323   

資本で直接認識された所有

者との取引合計 
 － － 47,537 △75,428 103 － 

2013年９月30日残高  103,001 176,822 △24,748 845,602 2,039 105,628 

        

2014年４月１日残高  103,001 176,822 △54,535 864,830 2,110 147,660 

四半期包括利益        

四半期純利益     69,984   

その他の包括利益       16,820 

四半期包括利益合計  － － － 69,984 － 16,820 

資本で直接認識された所有者

との取引 
       

自己株式の取得    △30,010    

自己株式の処分    47 △8 △31  

自己株式の消却    25,398 △25,398   

配当金     △31,236   

株式報酬取引      162  

振替     1,889   

資本で直接認識された所有

者との取引合計 
 － － △4,565 △54,753 131 － 

2014年９月30日残高  103,001 176,822 △59,100 880,062 2,241 164,480 
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（単位：百万円）  

  

親会社の所有者に帰属する持分 

資本合計 
その他の資本の構成要素 

合計 売却可能金融

資産の公正価

値の変動 

確定給付制度

に係る再測定 
合計 

2013年４月１日残高  22,000 － 91,596 1,174,606 1,174,606 

四半期包括利益       

四半期純利益    － 45,557 45,557 

その他の包括利益  1,858 1,323 41,150 41,150 41,150 

四半期包括利益合計  1,858 1,323 41,150 86,707 86,707 

資本で直接認識された所有者

との取引 
      

自己株式の取得    － △27 △27 

自己株式の処分    △83 57 57 

自己株式の消却    － － － 

配当金    － △29,326 △29,326 

株式報酬取引    186 186 186 

振替   △1,323 △1,323 － － 

資本で直接認識された所有

者との取引合計 
 － △1,323 △1,220 △29,111 △29,111 

2013年９月30日残高  23,858 － 131,525 1,232,202 1,232,202 

       

2014年４月１日残高  28,588 － 178,359 1,268,476 1,268,476 

四半期包括利益       

四半期純利益    － 69,984 69,984 

その他の包括利益  △913 1,889 17,796 17,796 17,796 

四半期包括利益合計  △913 1,889 17,796 87,780 87,780 

資本で直接認識された所有者

との取引 
      

自己株式の取得    － △30,010 △30,010 

自己株式の処分    △31 8 8 

自己株式の消却    － － － 

配当金    － △31,236 △31,236 

株式報酬取引    162 162 162 

振替   △1,889 △1,889 － － 

資本で直接認識された所有

者との取引合計 
 － △1,889 △1,758 △61,076 △61,076 

2014年９月30日残高  27,676 － 194,396 1,295,181 1,295,181 
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（５）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）  

  

前第２四半期連結累計期間 

（自 2013年４月１日 

至 2013年９月30日） 

 

当第２四半期連結累計期間 

（自 2014年４月１日 

至 2014年９月30日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

税引前四半期利益  65,182  102,671 

減価償却費及び無形資産償却費  31,517  31,426 

減損損失及びその戻入益  17,478  8,335 

金融収益及び金融費用  △1,421  516 

棚卸資産の増減額  △14,243  △17,058 

売上債権及びその他の債権の増減額  7,274  1,648 

仕入債務及びその他の債務の増減額  △20,177  16,731 

その他の調整  20,896  △6,592 

営業活動から生じたキャッシュ・フロー  106,506  137,678 

法人所得税の支払額  △14,831  △37,796 

営業活動による正味キャッシュ・フロー  91,675  99,883 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

有形固定資産の取得による支出  △13,034  △8,588 

有形固定資産の売却による収入  897  4,734 

無形資産の取得による支出  △15,328  △16,863 

売却可能金融資産の取得による支出  △250  △190 

売却可能金融資産の売却による収入  1,968  3,945 

利息及び配当金の受取額  2,178  1,481 

その他  △1,058  △998 

投資活動による正味キャッシュ・フロー  △24,627  △16,479 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

自己株式の取得による支出  △27  △30,010 

親会社の所有者への配当金の支払額  △29,326  △31,236 

その他  △235  △346 

財務活動による正味キャッシュ・フロー  △29,588  △61,592 

     

為替レート変動による影響  12,874  8,159 

現金及び現金同等物の純増減額  50,333  29,971 

現金及び現金同等物の期首残高  264,912  391,374 

現金及び現金同等物の四半期末残高  315,246  421,345 
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（６）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 
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